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11月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口42,694人（＋59）　男21,352人（＋36）　女21,342人（＋23）・世帯数14,382世帯（＋53）

★「見て！いっぱいとれたよ！」（さつまいも掘り大会）　　関連記事：13ページ
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「男女共同参画に関する市民意識調査」 の
　
 結果をお知らせします！

　市では、本年４月から５月にかけて、「男女共同参画に関する市民意識調査」を実施しました。
　このたび、その調査結果がまとまりましたので抜粋して報告します。なお、この調査結果は、現在進めている「（仮称）
つくばみらい市男女共同参画計画」の策定や、今後の男女共同参画事業推進の参考資料として活用させていただきます。
　ご協力ありがとうございました。

◆調査方法

　　調査は、満20歳以上の市内在住者から無作為に抽出した男女２，０００人を対象に、調査用紙を郵送配布し、無記名で記

　入いただいた回答票を郵送返送していただく方法で実施しました。回収数は６７０、回収率は３３．５%でした。

　なお、回収した回答票のうち、有効数は６３５となりました。

◆主な調査項目（全29問）

　・家庭生活や男女の役割

　・男女が働くこと

　・日常生活

◆調査の結果について

　　ここでは、調査結果を抜粋してご報告します。

　　全項目の結果についてお知りになりたい方は、市のホームページでご覧いただくか、秘書広聴課までお越しください。

　　市ホームページ　http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/

◇回答者について

１　男性 276人
２　女性 359人
　　全体 635人

◇回答者の年齢

全　体 男 女
１　20～ 29歳 65人 23人 42人
２　30 ～ 39人 98人 51人 47人
３　40 ～ 49人 91人 32人 59人
４　50 ～ 59人 150人 68人 82人
５　60 ～ 79人 147人 58人 89人

     ６　70歳以上 84人 44人 40人

　・男女の平等、人権

　・市の施策、行政のありかた　など

１ 社会全体でみた場合、男女の地位は平等になっていると思いますか。

　１　男性のほうが非常に優遇されている　（全体10.9％　男性8.7％　女性12.5％）

　２　どちらかといえば、男性のほうが優遇されている（全体57.5％　男性52.9％　女性61.0％）

　３　平等（全体13.4％　男性21.4％　女性7.2％）

　４　どちらかといえば女性のほうが優遇されている（全体6.0％　男性6.9％　女性5.3％）

　５　女性のほうが非常に優遇されている（全体0.6％　男性1.4％　女性０％）

　６　わからない（全体7.4％　男性4.7％　女性9.5％）

　７　不明（全体4.3％　男性4.0％　女性4.5％）

※以下１～４の調査結果の数値は
　上表の回答者数を基準に算出し
　ています。
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３ 夫婦間や恋人間で起こる暴力（ドメスティック・バイオレンス：DV）について

　配偶者や恋人から平手で打たれたことが「ある」と答えた人の割合
　　１　何度もある（全体2.0％　男性0.6％　女性3.3％）

　　２　１、２度ある（全体11.0％　男性10.0％　女性13.4％）

　配偶者や恋人からげんこつで殴られたり足で蹴られたことが「ある」と答えた人の割合
　　１　何度もある（全体1.1％　男性0.6％　女性1.8％）

　　２　１、２度ある（全体8.0％　男性6.1％　女性10.5％）

４ 男女共同参画を推進していくに当たって、市が今後どのようなことに力を入れていくべきだと思い  
　 ますか。（複数回答　上位５項目） 

　・保育所、学童保育などの保育サービスの充実（全体34.8％）

　・女性の再就職や起業を支援する施策の充実（全体32.0％）

　・雇用の場における男女平等の促進（全体24.1％）

　・女性の社会活動、情報提供や交流の場となる拠点施設の充実（全体20.3％）

　・学校教育において、男女平等について考えるための学習機会を増やす（全体15.9％）

◇自由意見

　・男女共同参画とは、女性をたくさんリーダーにさせることではなく、適材適所、誰がリーダーとなっても弱い立場の人が

　　救われるようなことを考えられる人を多く作り出すことだと思います。男性の特質、男性にしかできないこと、女性の特

　　質、女性にしかできないことを生かせるのが平等かと思います。一人ひとりが意識を高めなければなりません。一人ひと

　　りが思いやりのある心がないと、成立しないと思います。（40代　男性）

　・人として差別は絶対あってはならない事ですが、それは別に男女特有の別から見れば、区別する部分は出てくると思われ

　　ます。例えば出産、子育てなどはその例ではないでしょうか。母の役、父の役または両親の役、理屈では無い部分も多い

　　と思います。人として、子として、母として、父として、自然に出るものを大切にと願っております。人として良心に沿っ

　　た生き方をし、まず自身が人権を尊重することこそ肝要。それが他とも尊重する大事につながるものだと思っております。

　　（50代　女性）
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全体　635 
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2  「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感しますか。

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎秘書広聴課　
　☎58－2111（内線1203）
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年齢65歳以上の
障害者控除の認定について

　所得税法や地方税法では、申告する本人または扶養親族が障害者（または特別障害者）に該当する場合、『障害者控除』とし
て、一定金額を所得から控除することができます。年齢65歳以上の高齢者で障害をお持ちの方については、身体障害者手帳
の交付を受けなくても、これらの障害に準ずる者として、市町村長の認定を受ければ、同様の障害者控除の対象になります。
　市では、この制度に伴う認定書の交付手続きを定めていますので、次の内容を確認していただき、該当すると思われる方は、
申請手続きをされますようお知らせします。
　なお、身体障害者手帳の交付を受けている方は、その手帳により控除が受けられますので、今回の申請手続きは必要ありま
せん。

※平成19年分の確定申告で障害者控除を受ける場合は、障害者控除対象の基準日が「平成19年12月31日」になりますので、
　年内に認定申請をしてください。

１ 申請手続きの仕方
　申請窓口は、伊奈庁舎社会福祉課になります。
　認定結果は、障害の程度について介護認定記録などを確認し、
　後日郵送でお知らせします。

２ 認定の基準
　①障害老人の日常生活自立度

認定区分 ランク 障害老人の日常生活自立度
非該当 Ｊ 何らかの障害を有するが、日常生活はほぼ自立しており、独力で外出する。
障害者に準ずる Ａ 屋内での生活はおおむね自立しているが、介助なしには外出しない。

特別障害者に
準ずる

Ｂ 屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であるが、座位を保つ。
Ｃ １日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替えにおいて介助を要する。

　②認知症老人の日常生活自立度　
認定区分 ランク 障害老人の日常生活自立度

非該当 Ⅰ 認知症であるが、日常生活は家庭内および社会的にほぼ自立している。

障害者に準ずる Ⅱ
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、だれかが注意し
ていれば自立できる。

特別障害者に
準ずる

Ⅲ 日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さがときどき見られ、介護を必要とする。

Ⅳ
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さがひんぱんに見られ、常に介護を必
要とする。

Ⅴ 著しい精神状態や問題行動または重とくな身体疾患が見られ、専門医療を必要とする。

対　　象　　者
所得控除額

所得税 住民税

障 害 者
身体障害者手帳３～６級
療育手帳Ｂ・Ｃ
精神障害者保健福祉手帳２・３級

27万円 26万円

特別障害者
身体障害者手帳１・２級
療育手帳Ａ以上
精神障害者保健福祉手帳１級

40万円 30万円

３ 税控除の参考

※配偶者または扶養義務者が同居の特別障害者である
　場合には、配偶者控除額または扶養控除額に、所得
　税については35万円、住民税については23万円が加
　算されます。
※所得税法、住民税法は改正される場合がありますの
　で、控除額が変更になることもあります。

◆問い合わせ先
　○税控除に関すること　→　伊奈庁舎税務課
　　☎ 58 - 2111（内線1132 ～ 1134）
　○認定に関すること　→　伊奈庁舎社会福祉課
　　☎ 58 - 2111（内線1153、1154）
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茨城県後期高齢者医療広域連合通信

【茨城県後期高齢者医療広域連合のシンボルマークが決定しました】　

【後期高齢者医療制度の医療の給付について】
　今回は、来年４月からスタートする後期高齢者医療制度の中で、広域連合がどの様な医療給付を行うのか簡単にご説明しま

す。なお、医療給付に係る各種申請は、伊奈庁舎国保年金課で手続きができますのでご安心ください。　

Ⅰ.　医療機関での支払について
　　　　　　　　【自己負担割合】　　　

◇コンセプト
　　二重環は連帯を、中心の球体は後期高齢者を意味し、赤（※）の暖かい思い
　と活力で支援する姿を現しています。※紙面の都合上、黒で表示しています。
　シンボルマークは平成19年８月23日に決定しました。

　一　般

１割負担
現役並み所得者

　 ３割負担

　現在の老人保健制度と同じように、所得に応じて自己負担割合

が変わります。

　平成20年４月の制度施行時は、現在の自己負担割合が継承さ

れます。

Ⅱ．広域連合が行う医療給付について
　広域連合が行う法律による給付は次のとおりです。

　(1)  療養の給付ならびに入院時食事療養費、入院時生活療養費、保険外併用療養費、療養費、訪問看護療養費、特別療養費

　　　および移送費が支給されます。

    (2)  高額療養費および高額介護合算療養費が支給されます。

    (3)  葬祭費が支給されます。

Ⅲ．医療費が高額になったとき
　同一月内の保険給付に係る医療費が高額になったときは、自己負担限度額を超えた分が支給されます。

所得の区分
自己負担限度額

外　来 入　院 世帯単位

　現役並み所得者 ４４，４００円
８０，１００円＋１％

（４４，４００円）

８０，１００円＋１％

（4 ４，４００円）
　一　般 １２，０００円 ４４，４００円 ４４，４００円

　低所得
Ⅱ

８，０００円
２４，６００円 ２４，６００円

Ⅰ １５，０００円 １５，０００円
※「＋１％」は、医療費が２６７，０００円を超えた場合、超過額の１％が追加負担となります。

※（　）内は年４回以上該当した場合の４回目以降の額となります。

【計算の仕方】
　　外来については、同一月内に支払った金額を個人単位で合算して、自己負担限度額を超えた分が支給されます。　

　　入院については、自己負担限度額までの窓口支払となります。また、同一月内の外来と入院の自己負担額を合算して、世

　帯単位の自己負担限度額を超えた分が支給されます。

　　ただし、入院に係る食事代および居住費などの自費分は除いて計算します。

Ⅳ．支払い方法について
　医療給付については、広域連合から原則として銀行振り込みによりお支払します。

詳しくは、茨城県後期高齢者医療広域連合のホームページをご覧ください。
http://www.ibaraki-kouikirengo.ecnet.jp/
☆次回は、保険料についてご説明します。

◆問い合わせ先
　茨城県後期高齢者医療広域連合
　☎ 029-309-1211
　伊奈庁舎国保年金課
　☎ 58 - 2111（内線1183、1187）
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児童福祉課からのお知らせ

■児童手当の手続きをお忘れなく！
　児童手当は、12歳到達後の最初の３月31日までの間にある児童（小学校修了前の児童）を
養育している方で、一定の所得を超えない場合に、下記の金額が支給されます。
　出生により新たに受給資格が生じたときや、すでに児童手当を受給している方で支給対象となる子が増えた方は、伊奈庁舎
児童福祉課にて児童手当の認定請求手続きを済ませてください。
（※公務員の方については、勤務先で手続きをしてください。）

○支給月額

　・3歳未満　　　一 律  １０，０００円

　・3歳以上　　　第１子＝５，０００円　　　第２子＝５，０００円　　　第３子以降＝１０，０００円

○児童手当の支払いは・・・

　・お誕生日から15日以内に手続きいただいた場合・・誕生月の翌月分から

　・上記以外の場合・・認定請求書を提出していただいた日の属する月の翌月分から

○児童手当認定請求に必要なもの

　・印鑑

　・請求者名義の金融機関口座のわかるもの（児童手当を振り込みます。ゆうちょ銀行は不可。）

　・請求者が厚生年金などの加入者の場合･･･健康保険被保険者証の写し

　・転入などにより平成19年の１月１日現在つくばみらい市に住所がなかった方･･･平成19年度児童手当用所得証明書

　　（平成18年中の所得を証明するものです。平成19年１月１日現在住所のあった市町村で発行されます。）

　※所得証明書などの添付書類は後日提出していただいても結構ですので、まずは児童福祉課の窓口で認定請求手続き

　　をしてください。

☆また、児童手当をすでに受給している方でも次のような請求・届出手続きが必要です。
　お忘れのないよう速やかに児童福祉課にて手続きを済ませてください。
　・つくばみらい市に転入されたとき･･･認定請求書

　・出生などにより支給対象児童が増えたとき･･･額改定請求書

　・他の市区町村に住所が変わるとき･･･受給事由消滅届

■母子・父子家庭等福祉金をご存知ですか
　市では、事故・疾病などにより両親を失った、または母子・父子世帯となった家庭の児童を監護・養育する方に対し、児童

１人につき月額１，５００円の母子および父子家庭等福祉金を支給します。

　この手当は申請しなければ支給されませんのでご注意ください。

○福祉金の対象になる児童とは

　義務教育修了前の児童で、次のような方です。

　１　両親またはその一方が死亡した児童

　２　父母が婚姻を解消した児童

　３　両親またはその一方が重度障害の状態にある児童

○福祉金を受けるための手続き

　「つくばみらい市母子・父子等福祉金申請書」を伊奈庁舎児童福祉課に提出していただく必要があります。

手続きに必要なものは、受給者名義の金融機関口座です。

（福祉金を振り込む口座を指定していただきます。ゆうちょ銀行は不可。）

　

４　両親又はその一方の生死が明らかでない児童

５　その他前各号に準ずる状態にあり、現に両親またはその一方か

　　ら監護を受けることができない児童で市長が認める者

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎児童福祉課
　　☎ 58 - 2111（内線1162）
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18
日
か
ら
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
ダ
イ
ヤ
が
改
正
に
な

り
ま
し
た
。
具
体
的
な
改
正
内
容
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.m
ir.co.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

左
に
「
み
ら
い
平
駅
」
と
「
み
ど
り
の
駅
」（
裏
ペ
ー
ジ
）
の
新

時
刻
表
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　常総線の新造車両の導入
 　　　　　   およびダイヤ改正
　11月３日から関東鉄道株式会社では、常総線守谷駅～下館駅の利便性向

上を図るため、新造車両を２両導入するとともに、列車運行本数の増便を
実施し列車の運行ダイヤを一部改正しました。
　ダイヤ改正の具体的な内容は、関東鉄道株式会社鉄道部運転車両課、常
総線各駅または関東鉄道のホームページでご確認ください。

関東鉄道株式会社鉄道部運転車両課　☎029‐822‐3718
関東鉄道ホームページ  http://www.kantetsu.co.jp/

下り　　－つくば駅方面－
緑数字：区間快速　黒数字：普通　

平　日 時 土・休日

25 53 ５ 25 53

15 30 ６ 15 30

1 23 52 ７ 1 23 52

5 26 50 ８ 15 28 50

11 27 55 ９ 20 50

13 25 55 10 15 25 55

13 25 55 11 13 25 55

13 25 55 12 13 25 55

13 25 55 13 13 25 55

13 25 55 14 13 25 55

13 25 55 15 13 25 55

13 25 55 16 13 25 55

25 42 57 17 25 42 57

20 40 18 20 30 52

0 20 40 19 4 28 52

0 20 30 52 20 4 28 52

16 28 52 21 16 28 52

16 28 55 22 16 55

25 55 23 25 55

15 ０ 15

増便しました！
どうぞご利用ください。

つくばエクスプレスキャラクター
　　　　　『スピーフィ』
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市議会議員一般選挙の期日決定
　投票日　平成20年２月３日㈰

　告示日　平成20年１月27日㈰

　期日前投票　平成20年１月28日㈪～２月２日㈯

　選挙の詳しいお知らせは、広報12月号でお伝えします。

なお、次の日程で立候補予定者の説明会などを開催します。

【立候補予定者説明会】

《日　時》平成19年12月26日㈬　午前10時～

《場　所》伊奈庁舎２階　第２会議室

【立候補の受付】

《日　時》平成20年１月27日㈰　午前８時30分～午後５時

《場　所》伊奈公民館　２階大ホール

みどりの駅時刻表

上り　　－秋葉原駅方面－
緑数字：区間快速　黒数字：普通　

※守：守谷止まり　

平　日 時 土・休日

16 51 ５ 16 51

21 43 ６ 21 42

6 21 36 51 ７ 9 29 49

21 41 56 ８ 20 41 56

27 40 57 ９ 27 57

27
守
39 57 10 27

守
39 57

27
守
39 57 11 27

守
39 57

27
守
39 57 12 27

守
39 57

27
守
39 57 13 27

守
39 57

27
守
39 57 14 27

守
39 57

27 39 57 15 27 39 57

27 39 16 27 39

1 21 41 17 1 22 34 58

1 11 31 51 18 11 34 47

11 34 48 19 11 22 46

10 33 58 20 10 34 58

25 42 55 21 25 42 55

25 49 22 24 49

23
守
56 23 23

守
56

０

下り　　－つくば駅方面－
緑数字：区間快速　黒数字：普通　

平　日 時 土・休日

29 57 ５ 29 57

19 34 ６ 19 34

4 27 56 ７ 4 27 56

8 29 54 ８ 19 32 54

15 30 59 ９ 24 54

17 29 59 10 19 29 59

17 29 59 11 17 29 59

17 29 59 12 17 29 59

17 29 59 13 17 29 59

17 29 59 14 17 29 59

17 29 59 15 17 29 59

17 29 59 16 17 29 59

29 46 17 29 46

1 24 44 18 1 24 34 56

4 24 44 19 8 32 56

4 24 34 56 20 8 32 56

20 32 56 21 20 32 56

20 32 59 22 20 59

29 59 23 29 59

19 ０ 19

つくばみらい市政治倫理審査会委員を紹介します

　市では、政治倫理確立のため必要な事項の調査や審査を行う政治倫理審査会を

設置しました。

　委員は、専門的知識を有する方と公募に応じた方の中から議会の同意を得て市

長が委嘱しました。

　今後、調査請求などがあった場合は、審査会を開き調査および審査を行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　　　松
まつ

山
やま

　 忠
ただ

義
よし

　　(会　長)

　　　坂
さか

倉
くら

　 悦
えつ

子
こ

　　(副会長)

　　　稲
いな

見
み

　 攝
しょう

五
ご

　　　羽
は

生
にゅう

　 惠
よし

洋
ひろ

　　　工
く

藤
どう

　 和
かず

年
とし

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎総務課
　☎ 58 - 2111（内線1215）

◆問い合わせ先
　市選挙管理委員会
　（伊奈庁舎総務課内）
　☎ 58 - 2111（内線1215）
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都市計画道路守谷小絹線（郷州沼崎線）一部開通のお知らせ
日　　時：12月５日㈬　午前９時（予定）

開通区間：守谷市松並～つくばみらい市筒戸

　　　　　（守谷市区間：７４０ｍ、つくばみらい市区間：２６０ｍ）

国道２９４号
●
守
谷
自
動
車
学
校

●ＴＸ総合

　車両基地

●ひがしクリニック慶友

至小絹駅

至市内青木

12 月５日

開通予定区間

北園交差点

至守谷駅

土浦税務署からのお知らせ
⑴確定申告に関する決算説明会の開催　

開　催　日 会　場 対　象　者
12月５日㈬

午前10時～正午、
午後１時30分～３時30分

土浦合同庁舎第一分庁舎
３階第４会議室
（土浦市真鍋5-17-26）

白色申告者で
営業所得のある方

12月７日㈮
午前10時～正午

白色申告者で
農業所得のある方

(2)国税電子申告・納税システム(e
イータックス

-Tax)をご利用ください

　　　　　　　　　　　　～国税電子申告・納税システム(e-Tax)とは～

　　　　　　　　　　　　　国税電子申告・納税システム(e-Tax)は、国税に関する各種手続（①所得税、法人税、消費税、

　　　　　　　　　　　　酒税および印紙税の申告、②全税目の納税、③申請・届出など）が自宅やオフィスからイン

　　　　　　　　　　　　ターネットなどを通じて行うことができます。特に源泉所得税の毎月納付や消費税の毎月申

　　　　　　　　　　　　告など、利用回数の多い手続には便利です。

　個人の方は、利用しやすくなります

・国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」を利用すれば、e-Tax用の申告データ

　が作成でき、作成したデータを当コーナーから直接電子申告することができます。

・電子申告により所得税の確定申告書を提出する際、本人の電子署名および電子証明書を併せて送信した場合に、所得

　税額から5,000円（その年分の所得税額を限度）を控除（平成19年分または20年分のいずれか１回）できるように

　なります。

・平成19年分以後の所得税の電子申告においては、医療費の領収書や給与所得の源泉徴収票などの一定の第三者作成

　書類の添付を省略できるようになります（平成20年1月から適用）。

☆詳しいことについては、e-Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

◆問い合わせ先
　土浦税務署個人課税第一部門
　☎ 029 - 822 - 3516

◆問い合わせ先
　谷和原庁舎建設課
　☎ 58 - 2111（内線8181）
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☆
今
回
も
多
く
の
ロ
ケ
が
行

　

わ
れ
ま
し
た

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

　
「
風
林
火
山
」

　

☆
出
演　

内う
ち

野の

聖ま
さ

陽あ
き

、
市い
ち

川か
わ

亀か
め

治じ

　

郎ろ
う

、
Ｇガ

ク

ト

ａ
ｃ
ｋ
ｔ　

ほ
か

■
撮
影
期
日
＝
９
月
２
日

■
撮
影
場
所
＝
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
江
戸

■
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
人
数
＝
50
人

■
放
送
日

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
８
時
～

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ　

ほ
か

　

放
送
中
で
す
。

●
２
０
０
８
年

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

　
「
篤あ
つ

姫
」

　
☆
出
演　

宮み
や

﨑ざ
き

あ
お
い
、
堀ほ
り

北き
た

真ま

　

希き

、
瑛え
い

太た　

ほ
か

■
撮
影
期
日
＝
９
月
15
日
、
16
日

■
撮
影
場
所
＝
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
江
戸

　

９
月
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
て
の

エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
の
活
動
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。 エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
だ
よ
り

■
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
人
数
＝
１
１
８

　

人
■
放
送
日

　

平
成
20
年
1
月
か
ら
放
送
予
定
で

　

す
。

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｂ
Ｓ
ー
ｈ
ｉ

　
「
天
才
画
家
の
肖
像　

美
人
画
・

　

香
り
た
つ
色
気
の
秘
密  

　

～
喜き

多た

川が
わ

歌う
た

麿ま
ろ

～ 
」

■
撮
影
期
日
＝
９
月
23
日
、
24
日

■
撮
影
場
所
＝
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
江
戸

■
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
人
数
＝
14
人

■
放
送
日

　

11
月
６
日
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
正
月
時
代
劇

　
「
雪
之
丞
変
化
」

　

☆
出
演　

滝た
き

沢ざ
わ

秀ひ
で

明あ
き

、
戸と

田だ

恵え

梨り

　

香か　

ほ
か

■
撮
影
期
日
＝
９
月
28
日
、
30
日
、

　

10
月
1
日
、
11
日
～
13
日

■
撮
影
場
所
＝
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
江
戸

■
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
人
数
＝
２
１
３

　

人

■
放
送
日

　

平
成
20
年
１
月
に
放
送
予
定
で

す
。

●
テ
レ
ビ
朝
日

　

ド
ラ
マ
「
鹿
鳴
館
」

　

☆
出
演　

田た

村む
ら

正ま
さ

和か
ず

、
黒く
ろ

木き

瞳ひ
と
み、　

　

柴し
ば

田た

恭
き
ょ
う

兵へ
い　

ほ
か

■
撮
影
期
日
＝
10
月
５
日
、
６
日

■
撮
影
場
所
＝
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
江
戸

■
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
人
数
＝
１
４
１

　

人
■
放
送
日

　

来
春
放
送
予
定
で
す
。

☆
エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
主
催
の

　

ふ
れ
あ
い
歌
謡
祭
を
開
催

　

９
月
30
日
、
き
ら
く
や
ま
世
代
ふ

れ
あ
い
の
館
に
お
い
て
、「
ふ
れ
あ
い

歌
謡
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
に
よ
る
大
道

芸
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
歌
謡

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会
員
同
士
の
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。

「鹿鳴館」　撮影の様子

　

現
在
、
エ
キ
ス
ト
ラ
の
会
で
は
、

新
規
会
員
を
広
く
募
集
し
て
い
ま

す
。
エ
キ
ス
ト
ラ
に
興
味
を
持
っ
た

方
は
お
気
軽
に
産
業
政
策
課
ま
で
ご

連
絡
を
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

谷
和
原
庁
舎
産
業
政
策
課

　

☎ 

58 - 

２
１
１
１

　
（
内
線
８
１
４
４
）

妻
つま

吹
ぶき

俊
とし

哉
や

ショー

よさこいソーラン
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図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」ほか　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

図
書
館
だ
よ
り

図書館休館日
　 12月３日㈪、	10日㈪、
            17日㈪、23日㈰、
　　    24日㈪、
            27日㈭～１月４日㈮

読み聞かせ会（虹の会）
　12月８日㈯
　　午後２時～
　　小学生まで

おはなし会
 　12月22日㈯

　　午後２時～
　　幼児～小学校低学年

開館時間
　午前10時～午後６時

図書館への問い合わせ

　☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

お読みになりたい本を教えてください
　資料費を有効に活用して、利用される皆様のご要望に沿った資料をできるだけ整備した

いと考えております。そこで、本館・分館ともアンケート調査を行っております。ご協力

ください。

　アンケートは、本館・分館のカウンターに大人用、子ども用の２種類を置いてあります。

どのような内容・分野の本をお読みになりたいのか、お好きな作家・著者を問う内容になっ

ています。

　ご記入いただきましたら、アンケート回収箱にお入れください。

　アンケートは平成20年３月末まで受付しています。

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　12月のおはなし会のご案内

こころよくご利用いただくために…
　最近、図書館のマナーについて、マスコミで報道されることが増えました。

ごくわずかな人のマナーに反する行為によって、図書館利用者全体に迷惑がかかります。

図書館に来られた方が気持ちよく利用できるように、次のようにマナーを守ってください。

１．館内では

　・飲食はできませんので、ペットボトルなどの持ち込みはご遠慮ください。

　・携帯電話での通話や私語は控えてください。

　・幼いお子さんには、必ず大人の方が付き添ってください。

２．資料の利用では

　・書き込み、切り抜き、汚損などはしないでください。

　・お読みになった本は、もとの棚にお戻しください。

　　特に子どもの本に乱れが多いので、お子さんにお話ください。

　・館外にお持ちになるときは、必ず手続きをしてください。

特別整理期間（本館）のお知らせ
　本館は、蔵書点検などのため下記の期間を休館いたします。そのため本館の資料は貸出・
予約など（ウェブ予約を含む）の利用はできません。小絹分館はこの期間中も開館してい

ますので、分館所蔵の資料をご利用ください。

　休館期間　11月27日㈫～ 12月７日㈮

　12月のおはなし会には、クリスマスの
お話とプレゼントがあります。
　サンタさんにも会えるかも…
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市内の出来事
～ つくばみらいのわだい ～

ど
す
こ
い
！
セ
ー
フ  

テ
ィ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 　

９
月
25
日
、
と
り
せ
ん
み
ら
い
平

駅
前
交
差
点
で
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
ど
す
こ
い
！
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
立
浪
部
屋
の
力
士
（
猛も
う

虎こ

浪な
み

と
持も
ち

丸ま
る

）、
常
総
警
察
署
、
交

通
安
全
関
係
者
ら
85
名
が
参
加
し
、

通
勤
途
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に

啓
発
物
品
（
地
元
産
新
米
）
を
渡
し

な
が
ら
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

谷
和
原
循
環
バ
ス

運
行
終
了
セ
レ
モ
ニ
ー

　

９
月
28
日
、
谷
和
原
庁
舎
で
、
谷

和
原
地
区
の
循
環
バ
ス
運
行
終
了
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
循
環
バ
ス
は
、
旧
谷
和
原
村

に
お
い
て
、
住
民
の
移
動
手
段
を
確

保
す
る
た
め
、
平
成
13
年
４
月
に
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。
終
了
ま
で
運

行
距
離
は
30
万
キ
ロ
を
超
え
、
延
べ

１
万
７
千
人
の
利
用
者
を
運
び
ま
し

た
。
６
年
半
の
長
き
に
わ
た
り
、
ご

利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

カ
メ
の
卵
が
ふ
化
！

　

広
報
８
月
号
で
掲
載
し
た
谷
和
原

第
２
保
育
所
の
カ
メ
の
産
卵
を
覚
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　

９
月
25
日
と
10
月
１
日
、
そ
れ
ぞ

れ
２
匹
ず
つ
、
そ
の
カ
メ
の
卵
か
ら

ふ
化
し
ま
し
た
。

　

元
気
に
動
き
回
る
カ
メ
の
赤
ち
ゃ

ん
の
様
子
に
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も

嬉
し
そ
う
で
し
た
。

第
２
回
ス
ポ
ー
ツ

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 　

10
月
８
日
、
総
合
運
動
公
園
に
お

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
気
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
や

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
そ
し
て
各
会
場

で
の
20
を
超
え
る
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

に
、た
く
さ
ん
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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話題を提供してください！
伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1203）
※掲載スペースや締め切りの都合上、投稿された情報が必ず           
　しも掲載できるとは限りませんので、ご了承ください。

市
総
合
計
画
（
案
）
に

　

つ
い
て 

審
議
会
か
ら
答
申

　

平
成
20
年
度
か
ら
10
年
間
の
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
「
つ
く
ば
み
ら
い
市
総
合
計

画
」
に
つ
い
て
、
11
月
2
日
、
総
合
計
画
審
議

会（
豊と
よ

島し
ま

葵
ま
も
る

会
長
）か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
に
総
合

計
画
審
議
会
へ
意
見
を
求
め
、
こ
れ
ま
で
5
回

に
わ
た
り
ご
審
議
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
市
の
将
来
像
を
『
活
力
に
満
ち

た
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
』
と
位
置

付
け
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
７
つ
の
基
本
目
標

（「
都
市
基
盤
の
整
備
」、「
生
活
環
境
の
整
備
」、

「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
」、「
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」、「
産
業
の
振
興
」、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
醸
成
」、「
適
正
な
行
財
政
運
営
」）
を

設
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、
今
後
、
市
議
会
12
月
定
例
会

へ
の
基
本
構
想
案
の
提
案
を
経
て
、
平
成
19
年

度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

農
業
体
験
・
交
流
事
業
が
行
わ
れ
る

●
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
稲
刈
り

　

10
月
７
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
瀬
の
自
然
と
文
化
を
守

る
会
を
中
心
に
、
皆
様
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い

た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
手
作
業
で
稲
穂
を
刈
り
、
収
穫
の
喜
び
を

体
験
し
ま
し
た
。

●
さ
つ
ま
い
も
掘
り
大
会

　

10
月
13
日
、
小
島
新
田
地
区
に
お
い
て
、
地
域
の
方

に
農
業
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
市
谷
和

原
地
域
女
性
連
絡
協
議
会
主
催
の
さ
つ
ま
い
も
掘
り
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
さ
つ
ま
い
も
掘
り
の

ほ
か
に
試
食
や
地
場
野
菜
の
直
売
も
あ
り
、
親
子
連
れ

な
ど
約
６
０
０
人
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

●
大
豆
オ
ー
ナ
ー
引
渡
し
式

　

10
月
20
日
、
ワ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
江
戸
に
お
い
て
、

伊
奈
大
豆
生
産
部
会
主
催
の
大
豆
オ
ー
ナ
ー
引
渡
し
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
豆
オ
ー
ナ
ー
制
度
と
は
、
農
家
が
水
稲
の
転
作
田

を
活
用
し
栽
培
し
た
黒
大
豆
の
ほ
場
（
農
地
）
を
区
画

ご
と
買
い
取
っ
て
収
穫
を
体
験
で
き
る
も
の
で
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
方
々
は
引
渡
し
式
の
終
了
後
、
さ
っ
そ

く
区
画
へ
向
か
い
、
大
豆
の
収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

田んぼアート稲刈り大豆オーナー引渡し式
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板
橋
小
学
生
が

　
　
　

市
役
所
を
見
学

　

10
月
16
日
、
板
橋
小
学
校
２
年
生

の
代
表
児
童
が
生
活
科
の
学
習
の
一

環
と
し
て
、
伊
奈
庁
舎
の
見
学
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
各
課
を
見
学
し
、

職
員
か
ら
仕
事
の
内
容
や
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。
特
に
市
の
人
口
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
関
心
を
高
め
て
い
ま
し

た
。

お
い
し
い
新
米
を

　
　
　

い
た
だ
き
ま
す

　

10
月
19
日
、
小
張
・
谷
井
田
・
豊

小
学
校
に
お
い
て
、「
伊
奈
穂
ふ
れ
あ

い
給
食
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
ご
飯
は
６
年
生
が
体
験

学
習
で
植
え
た
「
ゆ
め
ひ
た
ち
」
で

す
。
収
穫
の
喜
び
や
、
生
産
者
へ
の

感
謝
の
心
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
開
催

さ
れ
、今
年
で
12
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
笑
顔
で
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
は
小
張
小
学
校
）

小
絹
自
治
会
が
続
け
る

　
　
　

清
掃
奉
仕
活
動

　

小
絹
自
治
会
で
は
、
市
の
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
て
以
来
、
毎
月

当
番
制
で
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
清
掃

奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
21
日
、
当

番
の
小
絹
上
東
１
～
３
班
の
43
名
が

参
加
。
区
長
の
指
示
の
も
と
広
い

建
物
の
中
を
隅
々
ま
で
掃
除
し
た
ほ

か
、
周
囲
や
公
園
の
草
刈
り
、
用
具

を
持
ち
寄
っ
て
伸
び
た
植
え
込
み
の

刈
り
込
み
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

伊
奈
高　

東
日
本
学
校

吹
奏
楽
大
会
で
金
賞

　

10
月
７
日
、
石
川
県
金
沢
市
金
沢

歌
劇
座
で
行
わ
れ
た
「
第
７
回
東
日

本
学
校
吹
奏
楽
大
会
」
で
県
立
伊
奈

高
等
学
校
が
金
賞
（
第
３
位
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

伊
奈
高
校
は
、
35
名
以
内
の
編
成

の
Ｂ
部
門
で
参
加
し
て
お
り
、
県
大

会
、
東
関
東
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
、

今
回
の
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
に
は
、
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
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善意の寄付

　茨城ゴルフ倶楽部所属の瀬
せ

戸
と

島
じま

四
し

郎
ろう

さん（土浦市在住）

から、10月９日に同ゴルフ場で開催されたゴルフコンペ

のチャリティー金を「社会福祉のために役立ててください」

とご寄付をいただきました。

　善意のご寄付ありがとうございました。

動物愛護絵画・標語で優秀賞

　谷和原中学校３年生の豊
とよ

島
しま

沙
さ

也
や

加
か

さんが、平成19年

度動物愛護絵画・標語コンクール中学校の部で優秀賞を

受賞しました。おめでとうございます。

ご協力ありがとうございました

　日本赤十字社では、赤十字の一員として世界各国で起こって

いる紛争や、災害で苦しむ人々を救うための医療救援や衣食住

の支援、血液事業、赤十字病院での医療事業、社会福祉施設運

営（乳児院、老人福祉施設、障害者福祉施設）など、国境、民族、

宗教を越えて、あらゆる人道的活動を展開しています。

　これらの事業を実施するため、各家庭からの募金（一般社資）

の他に、事業所からも特別社資としてご協力いただいています。

　つくばみらい市地区における平成19年度特別社資額は、

１０７事業所にご協力いただき、総額92万円になりました（10

月22日現在）。お預かりしたお金は全額、日本赤十字社茨城県

支部へ送金し、人道的活動の基盤となります。

　多大なるご理解、ご協力ありがとうございました。

　なお、ご協力いただいた各事業所名は、市のホームページに

掲載しています。

きれいな花を
　　　  ありがとうございます
　大好きいばらきで県民運動をしているネット

伊奈の皆さんが伊奈庁舎正面玄関前に花（サル

ビアなど）を植えてくださいました。　

　伊奈庁舎へお越しの際は、ぜひご覧ください。

話題を提供してください！
伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1203）
※掲載スペースや締め切りの都合上、投稿された情報が必ず           
　しも掲載できるとは限りませんので、ご了承ください。
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〈
大
会
結
果
〉

○
団
体
の
部
（
市
長
表
彰
）

　
　

優　

勝　

第
３
分
団

　
　
　

指
揮
者　

堤
つ
つ
み　

　

徳の
り

明あ
き

　
　
　

１
番
員　

舞ま
い

山や
ま　

菊き
く

男お

　
　
　

２
番
員　

海え

老び

原は
ら　

圭け
い

　
　
　

３
番
員　

渡わ
た

邊な
べ　

勝か
つ

彦ひ
こ

　
　
　

４
番
員　

渡わ
た

邊な
べ　

章あ
き

夫お

　
　
　

補
欠
員　

吉よ
し

田だ　

忠た
だ

行ゆ
き

　
　

準
優
勝　

第
１
分
団

　
　

第
３
位　

第
５
分
団

　
　

第
４
位　

第
10
分
団

　
　

第
5
位　

第
４
分
団

○
個
人
の
部
（
消
防
団
長
表
彰
）

　
　

優
秀
賞　

第
１
分
団　

３
番
員　

川か
わ

上か
み　

嗣し

朗ろ
う

　
　
　

〃　
　

第
２
分
団　

指
揮
者　

水み
ず

越こ
し　
　

充
み
つ
る

　
　
　

〃　
　

第
３
分
団　

１
番
員　

舞ま
い

山や
ま　

菊き
く

男お

　
　
　

〃　
　

第
４
分
団　

３
番
員　

木き

村む
ら　

元も
と

彦ひ
こ

　
　
　

〃　
　

第
５
分
団　

３
番
員　

大お
お

関ぜ
き　

則の
り

彦ひ
こ

　
　
　

〃　
　

第
６
分
団　

２
番
員　

杉す
ぎ

山や
ま　

豊と
よ

明あ
き

　
　
　

〃　
　

第
７
分
団　

３
番
員　

鈴す
ず

木き　

雅ま
さ

史し

　
　
　

〃　
　

第
８
分
団　

３
番
員　

沖お
き

田た　

浩こ
う

次じ

　
　
　

〃　
　

第
９
分
団　

３
番
員　

古ふ
る

谷や　
　

毅
た
け
し

　
　
　

〃　
　

第
10
分
団　

２
番
員　

寺て
ら

田だ　

高た
か

明あ
き

　
　
　

〃　
　

第
11
分
団　

１
番
員　

吉よ
し

田だ　

茂し
げ

和か
ず

○
個
人
の
部
（
議
長
表
彰
）

　
　

最
優
秀
選
手
賞　

　
　
　
　
　
　

第
３
分
団　

指
揮
者　

堤
つ
つ
み　
　

徳の
り

明あ
き

第３分団優勝！

　10月７日に総合運動公園において、第２回つくばみらい市消防団ポンプ操法競技大会が行われました。

11分団が参加し、選手たちは日ごろの練習の成果を存分に発揮しようと、きびきびした動きで操作技術の

早さと正確さを競いました。

市消防団ポンプ操法競技大会　第３分団優勝

（
敬
称
略
）
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各種スポーツ大会結果

■つくばみらい市秋季少年野球大会
●期日　９月17日、24日

●結果　優　勝　豊ナインズ（写真①）

■第２回つくばみらい市谷和原カップ争奪 　
　サッカー大会
●期日　10月６日

●結果　１・２年の部　優　勝　ＹＦＣ小絹（写真②）

　　　　３・４年の部　優　勝　ＦＣ谷井田（写真③）

■つくばみらい市長杯ゲートボール大会
●期日　10月７日

●結果　優　勝　　高波Ａ（写真④）

　　　　準優勝　　豊寿

　　　　第３位　　ななすみＡ

■つくばみらい市秋季野球大会
●期日　10月７日、14日、21日

●結果　優　勝　　ヤイターズ（写真⑤）

　　　　準優勝　　つくばみらい市役所

　　　　第３位　　ボンバーズ・ボムズ

②

③

④

①

⑤
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情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

申
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
要
介
護
・
要

支
援
、
障
害
者
の
方
な
ど
の
通
院
、

買
い
物
な
ど
の
送
迎
を
マ
イ
カ
ー
で

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
き
い
き
・
サ

ポ
ー
ト　

☎
58
‐
３
３
２
２　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

募

集

し

ま

す

ご
参
加
く
だ
さ
い

申
問

「
は
つ
ら
つ
一
座
」

笑
い
と
涙
の
人
情
喜
劇

公
演

　
「
は
つ
ら
つ
一
座
」
と
は
、
現
在

約
30
人
が
参
加
し
、
平
均
年
齢
66
歳

ぜ
ん
そ
く
を
よ
く
す
る

「
講
演
と
交
流
会
」

▼
日
時
＝
11
月
23
日
㈮　

午
後
１
時

　

30
分
～
４
時
30
分

▼
場
所
＝
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま

　
（
下
妻
市
長
塚
乙
70
‐
３
）

▼
内
容
＝
講
演
、
交
流
会

▼
対
象
者
＝
県
西
地
区
を
中
心
に
県

問

講
演
会
「
７
カ
国
語
で

話
そ
う
」

　

人
間
は
も
と
も
と
、
誰
で
も
い
く

つ
も
の
こ
と
ば
を
身
に
つ
け
る
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
力
を
引
き
出

し
、
自
由
に
話
せ
る
、
多
言
語
が

広
が
る
新
し
い
世
界
へ
ご
案
内
し
ま

す
。

▼
日
時
お
よ
び
会
場

①
11
月
23
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
～

　

午
後
0
時
30
分　

谷
和
原
公
民
館

②
11
月
29
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
～

　

午
後
0
時
30
分　

伊
奈
公
民
館

▼
参
加
費
＝
無
料　

※
託
児
所
あ
り
（
事
前
の
申
し
込
み

　

が
必
要
で
す
）

▼
後
援
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
、
守
谷

　

市
、
常
総
市
の
各
教
育
委
員
会

　
　
　

言
語
交
流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

☎
０
１
２
０
‐
５
５
７
‐
７
６
１

平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時

申
問

　

内
の
小
児
・
成
人
ぜ
ん
そ
く
患
者

　

お
よ
び
そ
の
家
族

▼
参
加
費
＝
無
料

　

  

茨
城
県
喘
息
患
者
の
集
い

「
い
ば
ら
き
野
バ
ラ
の
会
」

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
４
４
０
５

男
女
共
同
参
画
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
▼
日
時
＝
11
月
24
日
㈯
お
よ
び
12
月

　

１
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所
＝
茨
城
県
女
性
プ
ラ
ザ
男
女

　

共
同
参
画
支
援
室
（
い
ば
ら
き
就

　

職
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
７
‐
41
）

※
お
車
の
方
は
、
県
三
の
丸
庁
舎
駐

　

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
無
料
）

▼
内
容
＝
女
性
の
た
め
の
創
業
支
援

　

セ
ミ
ナ
ー

▼
定
員
＝
各
日
40
人　

事
前
申
し
込

　

み
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
無
料

　
　
　

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
９
‐
３
０
０
‐
１
９
１
６

第
21
回
、
第
22
回
犬
・

猫
里
親
の
会
の
お
知
ら
せ

　

里
親
の
会
は
、
犬
や
猫
が
ほ
し
い

方
と
事
情
に
よ
り
犬
や
猫
を
飼
え
な

く
な
っ
た
方
の
仲
介
を
し
ま
す
。

　

里
親
の
会
に
参
加
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
動
物
は
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

問
　

飼
育
し
ま
し
ょ
う
。
ご
み
集
積
所

　

な
ど
へ
捨
て
る
こ
と
は
絶
対
に
し

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
２
日
㈰
、
平
成
20
年

　

１
月
６
日
㈰　

午
後
1
時
～
3
時

　

※
雨
天
中
止

▼
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
駐
車
場
（
常
陽

　

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
付
近
）

　

   

占う
ら

部べ　

☎
58
︲
７
１
６
８

子
ど
も
文
字
遊
び
教
室

「
漢
字
で
遊
ぼ
う
！
」

　

漢
字
・
ひ
ら
が
な
を
使
っ
た
カ
ル

タ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊
び
な
が
ら
無

理
な
く
、
自
然
に
文
字
力
を
身
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
15
日
㈯　

午
前
10
時

　

～
正
午

▼
場
所
＝
取
手
市
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー

　

ツ
セ
ン
タ
ー　

２
階

▼
定
員
＝
親
子
30
組
（
子
ど
も
だ
け

　

で
も
可
）

▼
参
加
費
＝
一
人
５
０
０
円
・
親
子

　

は
一
組
８
０
０
円

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
次
世
代
教
育
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
９
７
‐
78
‐
１
３
６
２

申
問

の
集
ま
り
の
一
座
で
す
。
上
演
す
る

の
は
、落
語
の
演
目
で
も
あ
っ
た「
裏

店
も
の
が
た
り
」を
お
届
け
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

▼
日
時
＝
12
月
16
日
㈰　

開
場
・
午

　

後
１
時　

開
演
・
１
時
30
分　

▼
場
所
＝
き
ら
く
や
ま
世
代
ふ
れ
あ

　

い
の
館

▼
申
込
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住　

　

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
返
信
用

　

に
送
り
先
を
ご
記
入
の
上
、
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
１
枚
の
ハ
ガ

　

キ
で
５
人
ま
で
申
し
込
み
が
で
き

　

ま
す
。
先
着
３
５
０
人
で
す
。

　
　
　

県
南
地
域
高
齢
者
は
つ
ら
つ

百
人
委
員
会　

は
つ
ら
つ
一
座　

佐さ

藤と
う

洋よ
う

子こ

☎
０
９
０
‐
４
５
９
３
‐
１
９
２
６

〒
３
０
０
‐
２
６
６
２

つ
く
ば
市
下
河
原
崎
７
２
５
‐
１

申
問
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お
知
ら
せ
し
ま
す

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

～
工
業
統
計
調
査
の
お
知
ら
せ
～

　　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調

問

不
審
者
に

　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
内
に
お
い
て
、
市
職
員
を
装
い

上
下
水
道
料
金
な
ど
の
公
共
料
金
を

請
求
し
て
い
る
不
審
者
が
い
る
と
通

報
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
を
装
っ
た
詐
欺
や
悪

質
な
訪
問
販
売
な
ど
が
他
市
町
村
で

多
発
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
職
員
が
訪
問
す
る
際
に
は
、
必

ず
名
札
を
着
用
し
、
身
分
証
明
書
を

所
持
し
て
い
ま
す
。
不
審
に
思
わ
れ

る
場
合
は
、
必
ず
身
分
の
ご
確
認
を

す
る
と
と
も
に
担
当
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

  

水
道
事
業
所
水
道
課

☎
52
‐
６
１
０
０
（
直
通
）

小
絹
水
処
理
セ
ン
タ
ー
下
水
道
課

☎
52
‐
３
９
３
９
（
直
通
）

問日
用
品
の
無
料
配
布
に

　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

高
齢
者
が
業
者
に
「
無
料
で
日
用

品
を
あ
げ
ま
す
」
と
近
所
の
民
家
や

販
売
会
場
に
連
れ
て
い
か
れ
、
高
額

な
布
団
や
健
康
器
具
な
ど
を
契
約
さ

せ
ら
れ
た
と
い
う
苦
情
が
県
南
地
域

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
十
分
に
注

意
し
慎
重
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
も

し
被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問問 配
偶
者
暴
力
防
止
法
の

　
　
　

改
正
に
つ
い
て

　
　
　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成
20
年

１
月
11
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
市
町
村

に
対
す
る
基
本
計
画
策
定
の
努
力
義

務
な
ど
を
定
め
た
、
配
偶
者
暴
力
防

止
法
の
一
部
改
正
法
が
、
平
成
19
年

の
通
常
国
会
で
成
立
し
、
７
月
11
日

に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
改
正
の
主
な
内
容

１
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

①
生
命
ま
た
は
身
体
に
対
す
る
脅
迫

　

を
受
け
た
被
害
者
に
係
る
保
護
命

　

令
②
電
話
な
ど
を
禁
止
す
る
保
護
命
令

③
被
害
者
の
親
族
な
ど
へ
の
接
近
禁

　

止
命
令

２
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
の
努
力

　

義
務　

な
ど

　

内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.g

en
d

er.g
o

.jp
/e-vaw

/

index.htm
l

）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

  

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
３
）

査
を
平
成
19
年
12
月
31
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
12

月
か
ら
平
成
20
年
１
月
に
か
け
て
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
票
に

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
本
年
の
調
査
よ
り
、
調
査
事
項
の

　

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
の
で
、
調

　

査
票
の
記
入
に
つ
い
て
は
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

　

  

伊
奈
庁
舎
企
画
政
策
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
１
）

家
屋
を
取
り
壊
し
た

　

と
き
は
ご
連
絡
を
！

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
に
、

土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方
に

１
年
分
の
税
金
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、年
内
に
家
屋
（
居
宅
・

店
舗
・
倉
庫
・
物
置
・
車
庫
・
外
便

所
な
ど
）
を
取
り
壊
し
（
一
部
取
り

壊
し
を
含
む
）
て
も
、
年
内
中
に
連

絡
が
な
い
場
合
に
は
、
来
年
度
も
引

き
続
き
課
税
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

取
り
壊
し
た
家
屋
へ
の
課
税
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
取
り
壊
し
を
し
た
場

問「
落
と
し
物
な
ど
」
の

取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

　

12
月
10
日
か
ら
遺
失
物
法
が
変
わ

り
ま
す
。
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
持
ち
主
の
分
か
ら
な
い
落
と
し
物

　

や
忘
れ
物
は
、
３
か
月
を
経
過
す

　

る
と
拾
っ
た
方
が
そ
の
物
件
を
引

　

き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
落
と
し
物
や
忘
れ
物
が
県
警
の 

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
、
探

　

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
動
物
愛
護
法
に
よ
る
引
き
取
り
の

　

対
象
と
な
っ
た
「
所
有
者
が
判
明

　

し
な
い
犬
ま
た
は
猫
」
に
つ
い
て

　

は
、遺
失
物
法
の
対
象
外
と
な
り
、

　

県
な
ど
が
引
き
取
る
こ
と
に
な
り

　

ま
す
。

▼
携
帯
電
話
や
カ
ー
ド
類
な
ど
個
人

　

情
報
が
入
っ
た
物
に
つ
い
て
は
、

　

拾
っ
た
方
が
所
有
権
を
取
得
で
き

　

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
落
と
し
物
や
忘
れ
物
を
し
た
り
、

　

拾
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
警
察
署

　

ま
た
は
交
番
・
駐
在
所
に
お
届
け

　

く
だ
さ
い
。

　

  

常
総
警
察
署　

☎
22
‐
０
１
１
０

問

　

  

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
取
手
分
室

☎
０
２
９
７
‐
73
‐
１
１
５
１

合
に
は
、す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
後
、職
員
が
確
認
に
伺
い
ま
す
。

　

  

伊
奈
庁
舎
税
務
課
固
定
資
産
税

係　

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
１
１
３
６
・
１
１
３
７
）
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情
報

お知らせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

お
知
ら
せ
し
ま
す

問 電
気
設
備
安
全
点
検
の

お
知
ら
せ

　

一
般
家
庭
の
電
気
設
備
に
つ
い
て

は
、
電
気
事
業
法
に
基
づ
き
、
４
年

に
一
度
の
定
期
的
な
安
全
点
検
を
行

う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、前
月
の「
電

気
使
用
料
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）」

に
記
載
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

具
体
的
な
日
時
に
つ
い
て
は
、
調
査

日
の
数
日
前
に
、「
電
気
設
備
安
全
点

検
訪
問
日
の
お
知
ら
せ
」
チ
ラ
シ
を

持
参
し
た
調
査
員
が
個
別
に
伺
い
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
員
＝
㈶
関
東
電
気
保
安
協
会

　

の
職
員
（
調
査
員
は
制
服
と
腕
章

　

を
着
用
し
、
写
真
入
り
の
調
査
員

　

証
を
付
け
て
い
ま
す
）

▼
そ
の
他
＝
調
査
の
際
に
、
費
用
を

　

い
た
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

物
品
販
売
な
ど
は
し
ま
せ
ん
。

▼
対
象
地
域

・
１
月
＝
寺
畑
・
細
代
・
小
絹
・
西

　

ノ
台
南

・
２
月
＝
小
絹
・
杉
下
・
西
ノ
台
・

　

絹
の
台
１
丁
目
～
５
丁
目
の
一
部

・
３
月
＝
下
小
目
・
鬼
長
・
上
小
目
・

　

川
崎
・
筒
戸
・
平
沼
・
絹
の
台
５

　

丁
目
～
７
丁
目

　

  

㈶
関
東
電
気
保
安
協
会　

土
浦

事
業
所
調
査
課

☎
０
２
９
‐
８
２
１
‐
８
９
２
９

農
業
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
各
種
申
請
受
付
期
間

　

12
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
12
月
10
日
㈪
～
14
日

　

㈮

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

務
局　

☎
58
︲
２
１
１
１

（
内
線
８
１
２
０
～
８
１
２
２
）

　

月
４
日
か
ら　

日
は

　
　
　

人
権
週
間
で
す

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま

で
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種
の

人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
は
み
な
違
い
ま
す
が
、

人
権
は
す
べ
て
の
人
に
平
等
に
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の

人
権
を
主
張
す
る
だ
け
で
は
、
他
の

人
の
人
権
を
侵
害
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

人
権
週
間
に
当
た
り
、
人
権
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の
人
に
も
あ

る
こ
と
を
考
え
、
お
互
い
に
相
手
の

立
場
を
考
え
、
豊
か
な
人
間
関
係
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

  

水
戸
地
方
法
務
局　

茨
城
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会　

☎
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
１
１

12

10

問

特
設
人
権
相
談
所

　
　
　
　
　

無
料
相
談

　

家
庭
内
の
問
題
、
い
じ
め
、
同
和

問
題
、
セ
ク
ハ
ラ
、
近
隣
関
係
、
相

続
な
ど
、
心
配
ご
と
や
困
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
4
日
㈫　

午
前
10
時

　

～
午
後
３
時

▼
場
所
＝
き
ら
く
や
ま
す
こ
や
か
福

　

祉
館

　

  

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
１
５
３
・
１
１
５
４
）

問多
重
債
務
者
向
け

　
　

無
料
法
律
相
談
会

　

多
重
債
務
者
を
対
象
に
、
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
借
金
で
お
困
り
の

方
は
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
消
費
生
活
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳

守
で
す
。

▼
日
時
＝
12
月
11
日
㈫　

午
前
10
時

　

～
午
後
４
時

▼
場
所
＝
土
浦
合
同
庁
舎　

会
議
室

　
（
土
浦
市
真
鍋
５
‐
17
‐
26
）

▼
定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

▼
料
金
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
12
月
10
日
㈪

　
　
　

 

県
生
活
文
化
課　

申
問

㈶
茨
城
県
勤
労
者
育
英

基
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン

▼
融
資
額
＝
最
高
５
０
０
万
円
（
労

　

金
の
会
員
の
方
は
１
千
万
円
ま
で
） 

　

一
括
融
資
ま
た
は
分
割
融
資

▼
返
済
期
間
＝
最
長
10
年　

別
途
、

　

元
金
据
置
期
間
（
最
長
５
年
）
が

　

設
定
で
き
ま
す
。

▼
金
利
＝　

～　

％

　

※
平
成
19
年
11
月
15
日
現
在

　
（
固
定
金
利
・
特
別
金
利
）、

　

保
証
料･･･

個
人
負
担

▼
保
証
＝
茨
城
県
労
働
者
信
用
基
金

　

協
会
の
保
証

②
育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度

　

茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金
と
は
、

勤
労
者
の
教
育
費
の
負
担
軽
減
を
目

的
に
、
茨
城
県
・
市
町
村
・
中
央
労

働
金
庫
が
出
資
を
し
て
つ
く
ら
れ
た

公
益
法
人
で
す
。

　

在
学
中
（
最
長
４
年
以
内
）
お
子

様
一
人
あ
た
り
１
０
０
万
円
（
一
世

帯
３
０
０
万
円
）
ま
で
の
融
資
に
対

し
、
年
１
％
の
利
子
補
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
県
内
居
住
者
ま
た
は
県

　

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方

　
  

㈶
茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
０
２
３
５

問

1.9

2.4

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
８
２
９

申
問
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◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話　
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）　

違法駐車・迷惑駐車はやめましょう。いざという時、緊急車両の通行の妨げになります。駐車は決められた場所へ。

伊
奈
高
校
の
公
開
授
業

と
学
校
説
明
会

　

伊
奈
高
校
で
は
公
開
授
業
と
学
校

説
明
会
を
行
い
ま
す
。主
な
対
象
は
、

中
学
生
の
保
護
者
の
方
々
で
す
。

　

お
子
様
の
高
校
選
択
の
参
考
に
、

ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
30
日
㈮　

午
後
１
時

　

～
４
時
30
分

▼
場
所
＝
伊
奈
高
校
の
各
教
室

▼
内
容

・
公
開
授
業
２
時
間

　

午
後
１
時
20
分
～
３
時
10
分

・
学
校
説
明
会

　

午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
申
込
方
法
＝
11
月
29
日
㈭
ま
で
に

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

県
立
伊
奈
高
等
学
校

☎
58
‐
６
１
７
５

申
問

常
総
公
共
職
業
安
定
所

　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
様
へ

①
次
代
を
担
う
若
者
に
応
募
の
機
会

　

を
！

　

若
者
の
持
つ
無
限
の
可
能
性
に
目

を
向
け
、
育
て
て
く
だ
さ
い
。
青
少

年
の
応
募
機
会
の
確
保
な
ど
が
事
業

主
の
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

雇
用
対
策
法
の
改
正
に
よ
り
、

10
月
１
日
か
ら
、
事
業
主
は
、

▼
若
者
の
有
す
る
能
力
を
正
当
に
評

　

価
す
る
た
め
の
募
集
お
よ
び
採
用

　

方
法
の
改
善

▼
そ
の
他
の
雇
用
管
理
の
改
善

▼
実
践
的
な
職
業
能
力
の
開
発
お
よ

　

び
向
上

を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
雇
用
機
会
の

確
保
な
ど
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま

不
正
軽
油
の
取
り
締
ま

り
に
ご
協
力
を

　

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す
。
大
気
汚

染
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

・
灯
油
や
重
油
を
そ
の
ま
ま
車
の
燃

　

料
と
し
て
販
売
、
使
用

・
軽
油
を
灯
油
や
重
油
で
水
増
し

・
灯
油
や
重
油
を
混
和
し
て
製
造
し

　

た
油
を
「
軽
油
」
と
偽
り
販
売
、

　

使
用

　

環
境
破
壊
を
伴
う
こ
れ
ら
の
脱
税

行
為
を
県
は
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
見
聞
き

問

し
た
。

　

こ
の
努
力
義
務
に
つ
い
て
、
事
業

主
の
皆
様
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め

の
指
針
を
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
指
針
に
沿
っ

て
、
若
者
の
応
募
機
会
の
拡
大
な
ど

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

②
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
働 

け
る

　

社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

雇
用
対
策
法
が
改
正
さ
れ
、
労
働

者
の
募
集
・
採
用
時
に
原
則
と
し
て

年
齢
制
限
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
職
務
の
内
容
、
職
務

を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

労
働
者
の
適
性
、
能
力
経
験
、
技
能

の
程
度
な
ど
労
働
者
が
応
募
す
る
に

当
た
り
求
め
ら
れ
る
事
項
を
で
き
る

だ
け
明
示
し
て
、
事
業
主
が
職
務
に

適
合
す
る
労
働
者
で
あ
る
か
否
か
を

個
々
人
の
職
務
遂
行
能
力
な
ど
に

よ
っ
て
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

  

常
総
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
常
総
）

☎
22
‐
８
６
０
９

問中
退
共
制
度
お
知
ら
せ

　

中
退
共
制
度
は
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国

の
退
職
金
制
度
で
す
。

▼
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

　

先
で
、
適
年
解
約
事
業
所
の
約
半

問
　

数
が
中
退
共
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。 

　

中
退
共
制
度
に
新
し
く
加
入
す
る

　

事
業
主
に
掛
金
月
額
の
半
分
（
従

　

業
員
ご
と
に
上
限
五
千
円
）
を
加

　

入
後
四
か
月
目
か
ら
一
年
間
助
成

　

し
ま
す
。

▼
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、掛
金
は
、

　

法
人
事
業
主
の
場
合
は
損
金
、
個

　

人
事
業
主
の
場
合
は
必
要
経
費
と

　

な
り
ま
す
。

▼
管
理
が
簡
単
で
す
。
従
業
員
ご
と

　

の
納
付
状
況
、
退
職
金
試
算
額
な

　

ど
を
事
業
主
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

の
で
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で
す
。

▼
掛
金
以
外
の
経
費
が
か
か
り
ま
せ

　

ん
。
事
務
手
数
料
・
管
理
費
な
ど

　

は
一
切
不
要
で
す
。

▼
加
入
申
し
込
み
は
、
中
退
共
が
業

　

務
の
一
部
を
委
託
し
て
い
る
商
工

　

会
議
所
、
商
工
会
、
中
小
企
業
団

　

体
中
央
会
、
青
色
申
告
会
、
労
働

　

保
険
事
務
組
合
、労
働
基
準
協
会
、

　

社
会
保
険
労
務
士
会
、
中　

小
企

　

業
な
ど
の
団
体
で
取
り
扱
い
し
て

　

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

　

  

独
立
行
政
法
人 

勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構 

中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部

☎
03
‐
３
４
３
６
‐
０
１
５
１

http://chutaikyo.taisyokukin.
go.jp

し
ま
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、廃
食
油
な
ど
か
ら
作
る「
Ｂ

Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
フ
ュ

エ
ル
）」
も
課
税
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
製
造
・
使
用

前
に
必
ず
県
税
事
務
所
に
ご
連
絡
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

  

不
正
軽
油
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
‐
２ふ

４せ

１い

‐
７な

４し

４！　

土
浦
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
７
２
１
２
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■子宮がん・乳がん検診のお知らせ
●集団検診（平成20年１月・２月実施）

検診日 会　場 申　込　期　間 検　診　内　容

１月26日㈯ 伊奈保健センター １月７日㈪ ～１月11日㈮ 子宮がん検診：頸
けい

部細胞診
乳がん検診：超音波・マンモグラフィ
※年齢によって検診内容が変わります。２月16日㈯ 谷和原保健福祉センター １月 2 8日㈪ ～２月１日㈮

※健診内容・負担額については、つくばみらい市健康管理予定表をご覧ください。
※乳房の痛み・しこりなどの自覚症状のある方は、直接医療機関で受診してください。

●医療機関検診
　登録医療機関で子宮がん・乳がん検診を受けられる受診券を発行します。
　　※平成19年度から、筑波学園病院での子宮がん医療機関検診は、病院側の都合により実施できなくなりました。

★発行期間　平成20年２月29日㈮まで（土・日・祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分
★有効期間　発行日から平成20年２月29日㈮まで
★申込方法　登録医療機関に予約後、谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口へお越しください。
　　　　　　※検診内容・登録医療機関・負担金については、健康増進課へお問い合わせください。

◆子宮がん・乳がん検診（集団検診）申込方法◆
　申 込 方 法：①申込受付専用電話　☎ 2

にっ

5
こり

 - 2
つく

9
ば

8
みらい

3
　　　　　　　　②谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口
　申込受付時間：午前９時～午後５時

※上記以外の方法による受け付けは一切行いません。また、同一世帯のご家族以外の申し込み受け付けはできません。
※受付開始30分は、電話が集中し、大変かかりにくくなっています。ご了承ください。
※申し込み受け付けの際、「検診項目」「氏名」「住所」「生年月日」「電話番号」をお聞きします。
※申込期間中であっても、定員になり次第締め切らせていただきます。

■ご存じですか？健康増進室
　谷和原保健福祉センターには、『健康増進室』があります。

『健康増進室』には、持久力トレーニング・筋力トレーニングのための

運動機器が８種類あり、利用講習会を受けた後なら、１回の利用につき

１００円で、自由に利用ができます。また、65歳以上の方、生活保護法

による保護者、障害者の方は無料です。

　皆さん、健康のために運動をしてみませんか。

　また、毎月ミニ教室（肩こり・腰痛体操、チューブ運動、バランスボー

ル）を開催しています。こちらのご参加もお待ちしております。

※利用講習会、ミニ教室の申し込みは24ページをご参照ください。

保健だより　健康増進課

◆問い合わせ先
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100
（婦人科検診の申し込みを除く）

日々、たくさんの利用者でにぎわっています

人
気
の
肩
こ
り
・
腰
痛
体
操



23 －平成19年11月15日発行－

保健だより　健康増進課

■冬場気になる病気『インフルエンザ』　　～知識と予防が大切～
　インフルエンザは、毎年冬になると注目される感染症です。気温が下がって空気が乾燥する11月下旬から翌年３月を中心

に流行します。通常の風邪と比べ症状が全身にわたり重く、また、感染力が強く短期間で大流行を引き起こします。

　インフルエンザを正しく理解し、早めの対策で予防するようにしましょう。

　かかったら大変！高齢者と乳幼児

　インフルエンザの合併症としては、高齢者が併発しやすい肺炎、乳幼児がまれに併発する脳炎や脳症があります。毎年死亡

例も多く出ています。また、呼吸器系や心臓に慢性的な病気のある方、腎臓病、糖尿病の方も合併症を併発し重症化しやすい

ので注意が必要です。

　インフルエンザ予防方法

【予防接種編】 

　　インフルエンザ予防接種の発病阻止率は70 ～ 90％です。予防接種の目的は、病気にかかりにくくしたり、かかっても重

　症にならないようにすることが目的です。

　　ワクチンによる免疫は接種後約２～４週間で完成し、約５ヶ月間続くとされています。流行する前（12月中旬まで）に

　受けましょう。

【日常生活編】 
　☆　人ごみを避ける

　☆　外出後はうがい、手洗いをする

　☆　室内はこまめに換気をし、乾燥しないように気をつける

　☆　バランスのよい食事を心がける

　☆　十分な睡眠と休養をとる

　　「かかったかな」と思ったらまず受診

　とにかくまず受診し、医師に相談しましょう。早めに治療することは、自分の身を守るためだけでなく、周りの人にうつさ

ないという意味でも重要なことです。

　次の□にいくつか当てはまるときは、早めに受診しましょう。

　　　　□ 　周囲でインフルエンザが流行している。　　　　　　　 　  □　頭痛がする。

　　　　□　38℃以上の急な発熱　　　　　　　　　　　　　　　　　   □　悪寒（寒気）がする。

　　　　□　関節痛や筋肉痛がある。　　　　　　　　　　　　　　　    □   倦怠感や疲労感が強い。

　なお、市では平成20年１月31日まで高齢者インフルエンザ予防接種を実施しています。

　詳細は、健康増進課までお問い合わせください。

人
生
を
健
康
に

男
性
の
食
生
活
講
座

　

今
は
「
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
」
の

時
代
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
男
性

も
自
分
の
食
事
は
自
分
で
作
れ
る
よ

う
に
な
れ
た
ら
、
人
生
を
も
っ
と
健

康
に
楽
し
く
に
過
ご
せ
る
こ
と
間
違

い
な
し
で
す
。

　

市
食
生
活
改
善
推
進
員
が
健
康
と

嗜
好
を
考
慮
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

料
理
を
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

　

料
理
初
心
者
の
方
も
振
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
13
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン　

　

タ
ー　
　
　
　
　

▼
メ
ニ
ュ
ー

　

・
き
す
の
天
ぷ
ら

　

・
か
き
揚
げ
２
種

　

・
筑
前
煮

　

・
里
芋
と
大
根
入
り
呉
汁

▼
費
用
＝
一
人
２
０
０
円

▼
定
員
＝
男
性
20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限
＝
11
月
22
日
㈭
～
12
月

　

６
日
㈭

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
（
谷
和
原
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎ 

25 - 

２
１
０
０

◆問い合わせ先
　健康増進課

（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100
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12 月保健カレンダー
２ 日 健康増進室利用講習会　午後１時30分～

３ 月
２歳児歯科健診　午後１時～２時

　場所：伊奈保健センター
　対象：平成17年８・９・10月生

４ 火 健康増進室利用講習会　午前９時30分～

５ 水

移動健康相談　午前９時30分～ 11時30分

　場所：北袋集落センター

ポリオ　午後１時～２時

　場所：伊奈保健センター
　対象：生後３か月～７歳６か月未満
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

６ 木

３歳児健診　午後１時～２時

　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成16年10・11月生
ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

７ 金

1歳６か月児健診　午後１時～２時

　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成18年５・６月生
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

８ 土 健康増進室利用講習会　午後６時30分～

11 火

ひよこ広場　午前10時～ 11時30分

　場所：谷和原公民館
育児相談（予約制）　午前９時～ 11時30分

　場所：谷和原保健福祉センター

12 水

離乳食教室(予約制）　   ①午前10時～ 10時50分

　　　　　　　　　　　②午前11時～ 11時50分
　場所：谷和原保健福祉センター
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

健康増進室利用講習会　午後６時30分～
13 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

14 金

３歳児健診　午後１時～２時

　場所：伊奈保健センター
　対象：平成16年10・11月生
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

16 日 健康増進室利用講習会　午前９時30分～

17 月
1歳６か月児健診　午後１時～２時

　場所：伊奈保健センター
　対象：平成18年５・６月生

19 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

20 木
健康増進室利用講習会　午後１時30分～

ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

25 火
健康相談（予約制）　午前９時～ 10時30分

　場所：谷和原保健福祉センター

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　健康増進室利用講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※健康増進室利用講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。
健康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いた
だけます。事前の申し込みが必要になります。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（※予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
　　　　　　申し込みは本人、家族のみです。☎ 25 - 2100
●申 込 日　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の午前８
　　　　　　時30分～午後５時15分
　　　　　　（11月26日㈪～）
※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
●定 員　各日とも17人（※予約制）
　　　　　　　※定員になり次第締め切り
●参 加 費　１００円（増進室利用料として）
　　　☆詳しくは健康増進課までお問い合わせください。

保健だより　健康増進課

★健康増進室の利用時間
　・火～土曜日：午前９時～午後９時
　・日　曜　日：午前９時30分～午後８時
　※月曜日は休室になります。

献血のお知らせ
　皆様のご協力をお願いします。

　期日＝12月14日㈮

〈午前の部〉時間＝午前10時～正午　

　　　　　　場所＝カスミみらい平店

〈午後の部〉時間＝午後１時30分～３時30分

　　　　　　場所＝ビッグドラッグ板橋店
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休日当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

12月２日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311
９日㈰ 水 海 道 さ く ら 病 院 常総市 0297-23-2223
16日㈰ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333
23日㈰ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
24日㈷ 東 取 手 病 院 取手市 0297-74-3333
29日㈯ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
30日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771
31日㈪ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111

小児科救急当番病院
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり（12 月）

日
曜
日

収　集　区　域
関東商事（株）

☎029-836-3007
（株）シイナクリーン

☎58-3566
１ 土 － －
２ 日 － －
３ 月 足高、戸茂、戸崎 東栗山、城中、伊丹、小張、高波、愛高、高野台

４ 火 根柄、久保、鎌田 福原、上島、中島、下島、小張、高波、愛高、高野台

５ 水 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、出山、赤松、小島新田
６ 木 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、出山、赤松、小島新田
７ 金 野堀、伊奈東 福田地区、出山、赤松、小島新田
８ 土 － －
９ 日 － －
10 月 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口、高岡、大山

11 火 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口
12 水 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口
13 木 狸穴、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳
14 金 狸穴、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
15 土 － －
16 日 － －
17 月 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
18 火 大和田、伊奈東 長渡呂、長渡呂新田、青木
19 水 板橋、上街道 青古新田、豊体
20 木 板橋、上街道 －
21 金 板橋 －
22 土 － －
23 日 － －
24 月 － －
25 火 南太田 －
26 水 南太田 －
27 木 足高、戸茂、戸崎 －
28 金 根柄、久保、鎌田 －
29 土 － －
30 日 － －

31 月 － －

飼えなくなった犬猫の引取日

　日　　時　12月18日㈫
　　　　　　午後１時～１時20分
　場　　所　伊奈庁舎前駐車場
　問合せ先　伊奈庁舎生活環境課
　　　　　　☎ 58 - 2111（内線1123）

　やむを得ず飼えなくなった場合は、自らの責
任で新たな飼い主を探してください。どうして
も飼い主が見つからない場合は、引き取りを行
います。

※谷和原地区のくみとりは、㈱シイナクリーン☎ 48‐2336になります。

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

　日　程
　12月４日㈫　法律相談（弁）…保健福祉センター
           11日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館
　　    17日㈪　心配ごと相談…すこやか福祉館
 　　　　　　　　　　　　　　保健福祉センター
           18日㈫　法律相談（弁）…保健福祉センター
　　　25日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館

　法律相談（弁）
　　弁護士による相談（要予約）午後１時～４時
　心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時
　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　☎ 57 - 0123

行政相談
　日　時　　12月20日㈭
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　所　　伊奈庁舎　２階会議室

　　また、随時相談を受け付けています。
　問合せ先　行政相談委員

　　今
いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎ 52 - 2525　筒戸1749 - 1

　　相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎ 58 - 0676　下平柳828 - 3

教育相談
　家庭教育や子育てに関すること・カウンセリ
ングなど何でも結構です。ご利用ください。
訪問相談の他、電話相談も受け付けています。

　●伊奈公民館
　日　時　毎週木曜日　午前９時～正午

　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時

　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）
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水道漏水修理当番（12月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 土 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 常総土木工業㈱ 52 - 5357

２ 日 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 塚本建設工業㈱ 52 - 2741
３ 月 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈱豊島産業 52 - 3335
４ 火 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲福新設備工業 52 - 5011
５ 水 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲川口商事 52 - 3286
６ 木 いなほ工業㈱ 58 - 0382 ㈲片見設備工業 52 - 5804
７ 金 松本工業㈱ 58 - 2187 常陸管工 52 - 5579
８ 土 成島建設㈱ 58 - 1131 谷原建設㈱ 52 - 4854
９ 日 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷口設備工業 52 - 2619
10 月 中村建設㈱ 58 - 1717 常磐興業㈱ 52 - 2203
11 火 ㈱山田組 58 - 2351 常総土木工業㈱ 52 - 5357
12 水 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
13 木 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈱豊島産業 52 - 3335
14 金 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈲福新設備工業 52 - 5011
15 土 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲川口商事 52 - 3286
16 日 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈲片見設備工業 52 - 5804
17 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常陸管工 52 - 5579
18 火 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷原建設㈱ 52 - 2298
19 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷口設備工業 52 - 2619
20 木 松本工業㈱ 58 - 2187 常磐興業㈱ 52 - 2203
21 金 成島建設㈱ 58 - 1131 常総土木工業㈱ 52 - 5357
22 土 中村建設㈱ 58 - 1717 塚本建設工業㈱ 52 - 5357
23 日 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈱豊島産業 52 - 3335
24 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 ㈲福新設備工業 52 - 5011
25 火 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲川口商事 52 - 3286
26 水 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈲片見設備工業 52 - 5804
27 木 原信田建設㈱ 58 - 0018 常陸管工 52 - 5579
28 金 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 谷原建設㈱ 52 - 2298
29 土 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷口設備工業 52 - 2619
30 日 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常磐興業㈱ 52 - 2203
31 月 松本工業㈱ 58 - 2187 常総土木工業㈱ 52 - 5357

火災・救急統計

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

10月分
　1件
　1件

1件
3件

　10月分
21件
75件

　25件
121件

19年分
9件

　11件
3件

23件
　19年分

188件
713件

　290件
1,191件

市
長
10
月
の
動
静
（
10
月
１
日
～
10
月
31
日
）

　　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報

公
開
し
ま
す
。

１
日
㈪
＝
庁
議
、
辞
令
交
付
式

２
日
㈫
＝
鈴
木
県
議
会
議
員
来
訪

３
日
㈬
＝
都
市
計
画
連
絡
協
議
会
総
会
、
葬
儀

４
日
㈭
＝
県
市
長
会
視
察
研
修

５
日
㈮
＝
県
市
長
会
視
察
研
修

６
日
㈯
＝
伊
奈
第
２
保
育
所
運
動
会

７
日
㈰
＝
市
消
防
団
操
法
大
会

８
日
㈪
＝
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

９
日
㈫
＝
火
葬
場
組
合
正
副
管
理
者
会
議

10
日
㈬
＝
伊
奈
高
校
表
敬
訪
問

12
日
㈮
＝
駐
在
所
移
転
要
望
（
県
庁
）

13
日
㈯
＝
故
松
本
作
衞
氏
（
名
誉
市
民
）
納
骨
式

15
日
㈪
＝
常
総
広
域
事
務
組
合
議
会

17
日
㈬
＝
高
波
住
宅
行
政
協
力
員
来
訪

19
日
㈮
＝
伊
奈
穂
ふ
れ
あ
い
給
食
、
葬
儀

20
日
㈯
＝
筑
波
地
区
消
防
団
操
法
大
会

22
日
㈪
＝
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
生
ご
み
堆
肥
化
処

　
　
　
　

理
施
設
起
工
式

23
日
㈫
＝
入
札

24
日
㈬
＝
常
総
衛
生
組
合
議
会
、
葬
儀

25
日
㈭
＝
県
議
会
土
木
委
員
会
要
望

26
日
㈮
＝
水
戸
気
象
台
長
来
訪

28
日
㈰
＝
商
工
祭
、
市
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

29
日
㈪
＝
や
わ
ら
Ｌ
Ｃ
青
少
年
育
成
チ
ャ
リ　
　

　
　
　
　

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
表
彰
式

30
日
㈫
＝
常
総
広
域
事
務
組
合
現
地
視
察

31
日
㈬
＝
補
助
金
審
議
会

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

12月の納税など
固 定 資 産 税　　　第 ３ 期
国 民 健 康 保 険 税　　　第 ７ 期
介 護 保 険 料　　　第 ５ 期
保 育 料　　　1 2 月 分
児 童 ク ラ ブ ※　　　1 2 月 分
水道使用料（伊　奈）※　　　1 2 月 分
水道使用料（谷和原）※　　　福岡・谷原
下 水 道 使 用 料 ※　　　谷原・小張
農集排（伊　奈）※　　　1 2 月 分
コミプラ（伊　奈）※　　　1 2 月 分
住 宅 使 用 料 ※　　　1 2 月 分
地　代（伊　奈）※　　　1 2 月 分

納期限は12月25日㈫、
※印は28日㈮です。

※「現在人口・世帯数」は、表紙の
　下部に掲載しています。
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生
い

き活
い

きクラブ
～簡単な体操でお達者生活を応援します～

　一緒に体を動かして楽しく「介護予防」に取り組んでいきませんか。「介護予防」とは、例えば転倒・

骨折が原因で介護が必要な状態にならないために運動して予防することです。いつまでもイキイキと
した生活を送るために、転ばない・寝たきりにならない体作りを始めてみましょう！
　第１・３火曜日の５回コースでシルバーリハビリ体操指導士が介護予防のために考えられた「いき

いきヘルス体操」（日常生活に欠かせない動作を楽に行えるようにするもので座りながらでもできる

体操です）や「いきいきヘルスいっぱつ体操」（体の柔軟性を高める体操）を行います。

　肩こり予防・肩の痛みを予防・腕の力をつける・腰痛予防・膝痛予防・股関節や足の体操・

転倒予防するための体操があり、誰でも簡単に自宅でもできる体操ですので、体力に自信がな
い方も安心してご参加ください。仲間作りをしたい方や気分転換をしたい方も大歓迎です。

　皆さんのご参加をお待ちしています！

回 開　催　日　時 開　催　場　所 開　催　時　間

第１回 　平成20年1月15日㈫ 谷 和 原 公 民 館

　　午前９時30分～ 11時30分
　　（受け付けは午前９時15分から開始し、
　　体操前に血圧測定を行います）

第２回 　　　　　２月５日㈫ 谷 和 原 公 民 館

第３回 　　　　　２月19日㈫ 総合運動公園体育館

第４回 　　　　　３月４日㈫ 谷 和 原 公 民 館

第５回 　　　　　３月18日㈫ 谷 和 原 公 民 館

≪ 対 象 者 ≫  市内に住んでいる65歳以上の方

≪ 定 員 ≫ 50名（定員になり次第終了しますのであらかじめご了承ください）

≪ 参 加 費 ≫ 無　料

≪ 申 込 先 ≫  伊奈庁舎介護保険課の窓口または電話でお申し込みください。
　　　　　　　☎58－2111（内線1173）
≪申込期間≫ 11月22日㈭～ 12月28日㈮　（土日祝日を除く）

※簡単な体操ですが、念のため病気にかかられている方は、かかりつけの医師に参加の可否をご確認ください。

※お申し込みいただいた方には、１月上旬に詳しいお知らせを郵送致します。

担
当
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

広
報
つ
く
ば
み
ら
い
で
は
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
も
し
ろ
い
ネ
タ
や
、
珍
し

い
ネ
タ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

伊
奈
庁
舎
秘
書
広
聴
課
（
☎
58

︲
２
１
１
１
内
線
１
２
０
３
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
写
真
を
お
持
ち
に
な

る
場
合
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

撮
っ
た
場
合
は
、
そ
の
元
デ
ー

タ
を
Ｃ
Ｄ
な
ど
に
入
れ
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
写
真

な
ど
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

☆
掲
載
ス
ペ
ー
ス
や
締
め
切
り

　

の
都
合
上
、
投
稿
さ
れ
た
情

　

報
が
必
ず
し
も
掲
載
で
き
る

　

と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
秋
も
夏
に
負
け
ず
劣
ら

ず
イ
ベ
ン
ト
三
昧
で
、
広
報
担

当
者
と
し
て
は
嬉
し
い
悲
鳴
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
取
材
で
い

ろ
い
ろ
な
所
に
お
邪
魔
し
ま
す

の
で
、
そ
の
と
き
は
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。（
Ｓ
）
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市の花
なのはな

市の木
さくら

市の鳥
ひばり

つくばみらいの

学校紹介
第６回～東小学校～

　昭和33年に伊奈村立東小学校が開校しました。46年にプール竣工、56年

に永久校舎新築完成、翌57年体育館竣工。60年に町立となり、平成18年に

つくばみらい市立東小学校と改称、平成20年には創立50周年を迎えようとし

ています。

　現在は少子化により児童数は70人と少なくなりましたが、小規模校のよさ

を生かし、児童一人ひとりが主役になれる学校をめざしています。

　それでは、本校の特色ある活動をいくつかご紹介します。

　まず、朝には読書タイムを設定し、本校職員による読み聞かせの実施や外

部講師によるお話会も毎月行われています。

　また、毎朝校門に立ち、さわやかマナー運動として朝の声かけを行ったり、好ましい人間関係の育成のために、異学年交流

を推進し、たてわり班給食やたてわり班栽培活動、たてわり班遊びなどを実施しています。小規模校の特性を生かし、学校長

とのふれあい交流給食なども行っており、校長室で２～３人ずつ楽しく会食しています。

　健康・体力向上のためには、体育指導の工夫や休み時間の竹馬、一輪車、縄とび、たてわり班活動による遊びなどを盛り込

んでいます。

　開かれた学校づくりのために、毎学期２日間の学校公開日を設け、また、学校からの情報を積極的に発信するために、学校

ホームページをブログで構成し、毎日リアルタイムで更新していますので、ぜひご覧ください。また、学校便りや学年学級便

り、保健便りなどを作成し、子どもたちの様子や学校の思いを十分伝えられるようこまめに発行しています。

　本校は、三世代同居家庭が多く、保護者や地域の方の学校への協力も絶大なもの

があります。地域との交流の一環として三世代交流会があり、地域の祖父母の方々

からそば打ちや竹細工、リース作りなどを教わったりします。昼食時には打ったば

かりのそばやうどんをみんなでいっしょに食べます。青少年育成つくばみらい市民

会議東支部の皆様が中心となり、ＰＴＡや地域の方々が、その様々な企画に対し、

材料準備なども含め積極的に関わり協力してくれています。

　体験活動では、特に４年生が、東環境保全活動に積極的に参加し、城中地区の花

壇に花の苗を植える活動をしました。花壇は用水に面した長さ１００ｍもある広い

ものです。トレニアという可憐な花を植えました。東環境保全活動の皆様と一緒に

汗を流しました。秋には、除草作業にも行き、陽ざしの強い中、子どもたちは一生

懸命やり遂げました。また、運動会では「心に花を咲かせよう」をテーマに、運動

会に来ていただいた敬老者全員に、自分たちで種をまき育てたなでしこの苗を一鉢

ずつプレゼントしました。多くの敬老席の皆様が目を細めて喜んでいられたのが印

象的でした。

　これからも職員一丸となり、地域の方々や保護者の皆様と連携を深めながら、「子

どもたちが楽しく生き生きと活動する学校」をめざしていきたいと思います。

三世代交流会の竹細工

４年生の環境保全奉仕活動


